
資

事ヰ

畑
作
新
田
で
標
識
さ
れ
る
武
蔵
野
台
地
上
の
近
世
水
田

武
蔵
野
台
地
は
水
利
に
め
ぐ
ま
れ
や
す
、
又
透
水
性
に
富
む
土
壌

で
、
保
水
力
が
弱
く
、
そ
の
開
発
は
畑
作
新
田
の
展
開
に
の
み
終

畑作新田で標識される武蔵野台地上の近日:水田

大
活
回
薪
回
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太

晃

舜

っ
た
①
と
み
な
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
併
し
こ
こ
に
も
小

面
積
で
は
あ
る
が
、
水
田
作
も
分
布
し
て
い
た
こ
と
を
見
過
す
こ

田

旧水田分布概要因(1: 50000) 第 1図
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と
が
出
来
な
い
9
0

一
、
台
地
上
に
分
布
す
る
水
田

古
検
に
散
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
大
沼
田
新
田
と
平
兵

衛
新
田
@
、
並
び
に
鈴
木
新
田
等
に
下
回
、
下
々
回
が
そ
れ
ぞ
れ

小
面
積
で
は
あ
る
が
立
地
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
位
置
は
、
大
沼
田
新
田
は
、
武
蔵
野
台
地
上
狭
山
丘
陵
か

ら
の
水
系
と
は
無
関
係
の
台
地
中
央
部
に
存
在
し
、
鈴
木
新
田

は
、
小
平
町
の
南
東
、
長
久
保
附

近
の
低
湿
地
を
利
用
し
た
も
の

で
、
い
づ
れ
も
玉
川
上
水
か
ら
引

水
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
平

兵
衛
新
田
は
、
国
分
寺
崖
線
の
延

長
砂
川
九
番
附
近
に
至
る
途
中

で
、
国
立
市
街
の
北
方
に
存
在
し

て
い
る
。

大
沼
田
新
田
は
、
野
中
新
田
の

北
側
に
あ
り
、
新
編
武
蔵
風
土
記

「
大
沼
田
新
田
は
、
郡
の
北
に
あ
り
入
間
郡
大
岱

稿
に
よ
る
と
、

)
 

1
 

(
 
大
沼
田
新
田

第2図

新
田
と
云
う
あ
り
、
此
村
の
農
民
開
発
せ
り
:
:
:
@
」
と
あ
り
、

享
保
六
年
(
一
七
二
一
)
に
願
書
が
出
さ
れ
、
同
九
年
に
許
可
と

な
っ
た
「
農
民
請
負
新
田
」
で
あ
る
。
元
文
元
年
(
一
七
三
六
)

の
検
地
に
よ
れ
ば
下
回
が
三
反
四
畝
三
歩
と
な
っ
て
お
り
、
従
っ

て
そ
れ
以
前
か
ら
の
水
閏
立
地
が
期
待
さ
れ
る
、
総
反
別
に
対
す

る
水
田
の
割
合
は

0
・
三
%
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
次
第
に
増
加

を
は
か
ら
れ
、
用
水
路
は
宝
暦
年
中
に
行
わ
れ
た
が
、
寛
保
元
年

(
一
七
四
一
)
に
は
五
反
一
畝
二
七
歩
、
寛
保
二
年
に
三
反
五
畝

二
一
歩
、
寛
保
三
年
に
九
畝
五
歩
の
畑
が
そ
れ
ぞ
れ
水
田
に
転
用

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
検
地
当
時
大
沼
田
新
田
に
は
八
八
名
の
農
民

が
開
墾
と
耕
作
に
従
事
し
て
い
た
が
ち
そ
の
内
家
敷
持
農
民
は
三

三
名
で
、
そ
の
他
の
五
五
名
は
無
屋
敷
農
民
で
あ
っ
た
c
こ
の
五

五
名
の
多
く
は
五
反
歩
未
満
の
零
細
な
土
地
し
か
持
っ
て
い
な
い

者
で
、
「
持
添
百
姓
」
と
呼
ば
れ
、
近
村
、
特
に
大
岱
村
や
回
田

村
か
ら
の
出
作
り
耕
作
者
で
あ
っ
た
。
屋
敷
持
農
民
は
一
町
五
反

以
上
の
耕
地
所
有
者
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。
水
田
の
増
反
は
、
そ
の

後
天
保
年
中
に
多
く
行
わ
れ
た
@
c

慶
応
二
年
(
一
八
六
六
)
に
は
、
二
戸
当
り
平
均
土
地
所
有
の

面
積
は
二
町
六
反
七
畝
二
七
歩
と
な
り
、
一
町
か
ら
二
町
の
耕
地

所
有
農
家
が
、
全
戸
数
の
四

O
形
も
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
下
田
の
面
積
が
二
町
二
反
四
畝
二
四
歩
と
な



平
助
は
一
町
九
反
七
畝
二
ニ
歩
で
、
こ
の
二
名
の
外
、
一
二
名
の

者
は
全
部
二
町
歩
以
上
の
土
地
所
有
者
に
限
ら
れ
、
特
に
弥
左
衛

門
の
如
き
は
二

O
町
九
反
五
畝
二
歩
の
大
土
地
所
有
者
で
、
次
は

菩
兵
衛
の
六
町
九
反
二
四
歩
で
、
大
土
地
所
有
の
経
済
的
に
安
定

し
た
者
が
食
生
活
の
向
上
を
計
る
為
か
、
そ
の
他
の
因
子
(
後
述

す
る
)
に
よ
っ
て
、
自
然
条
件
の

不
利
を
克
服
し
て
耕
作
に
従
事
し

て
居
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二

名
の
小
面
積
土
地
所
有
者
は
、
出

作
り
耕
作
者
の
地
位
と
し
て
や
は

り
同
様
な
原
因
か
ら
水
田
耕
作
も

し
て
居
っ
た
者
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。水

田
耕
作
の
名
残
は
最
近
ま
で

見
ら
れ
た
が
、
併
し
水
田
化
し
て

稲
作
可
能
に
な
る
と
、
容
赦
な
く

高
い
年
貢
を
と
ら
れ
、
収
穫
も
少

な
い
上
に
封
建
的
な
水
支
配
に
よ

る
用
水
不
足
等
の
理
由
に
よ
り
次

第
に
減
退
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る。

り
、
総
反
別
に
対
す
る
割
合
は
一

っ
た
竺

畑
作
標
識
地
帯
に
立
地
す
る
水
田
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
、
慶

応
二
年
の
土
地
所
有
者
五

O
名
の
内
、
水
田
所
有
者
が
一
四
名
で

あ
る
。
そ
の
内
勘
右
衛
門
は
自
己
の
全
所
有
地
六
反
八
畝
二
四
歩
、

-
八
d
p
に
も
増
大
す
る
に
至

畑作新田で標識される武蔵野台地上の近世水田

土地所有面瀦{町白亜)

水田函噛fJ責.畝)
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聖
位
門

慶応 2年，大沼田新田土地所有と水田面積比

(矢嶋氏資料により太田作図)

第 3図
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(2) 

平

兵

衛

新

田

平
兵
衛
新
田
は
、
現
在
の
国
立
市
街
北
側
に
位
し
、
大
沼
田
新

田
の
南
西
約
五
粁
の
所
に
存
在
し
、
始
め
て
検
地
さ
れ
た
の
は
や

は
り
天
文
元
年
(
一
七
三
六
)
で
あ
っ
た
。
入
植
者
出
身
母
村
は

芋
久
保
、
三
ケ
島
、
黒
沢
、
大
東
寺
、
秋
津
、
中
藤
、
久
米
、
大

久
野
、
砂
川
、
川
口
、
成
木
、
五
日
市
等
で
、
享
保
(
一
七
二
九

t
一
七
三
四
)
だ
け
で
も
芋
久
保
か
ら
七
名
も
入
植
し
て
い
る
c

宝
暦
一
二
年
(
一
七
六
三
)
の
村
鑑
帳
⑦
に
よ
る
と
戸
数
二
二
戸

人
口
八
八
人
、
耕
地
面
積
四
八
町
五
反
二
畝
三
歩
で
、
二
戸
当
り

耕
地
面
積
二
町
二
反
五
歩
で
、
大
沼
田
新
田
程
の
一
戸
当
所
有
面

積
に
な
ら
な
い
が
、
当
地
の
一
般
的
土
地
所
有
型
態
の
一
例
で
あ

る
。
こ
こ
に
も
大
沼
田
新
田
と
同
様
に
下
々
回
で
は
あ
る
が
水
田

面
積
一
反
一
三
畝
一
八
歩
も
あ
り
、
総
反
別
に
対
す
る
割
合
は

0
・

三
彪
と
な
っ
て
お
り
、
大
沼
田
新
田
の
元
文
元
年
ご
七
三
六
)

と
同
様
な
比
率
を
示
し
て
い
る
。

(3) 

鈴

田

木

新

鈴
木
新
田
は
、
貫
井
村
(
現
小
金
井
賞
井
)
の
名
主
鈴
木
左
衛

門
に
よ
っ
て
発
願
開
発
さ
れ
た
村
で
、
村
高
七
四
石
余
、
反
別
二

五
二
町
余
の
武
蔵
野
新
田
中
で
は
最
も
大
き
な
部
類
に
属
す
る
新

田
で
あ
る
c

元
文
元
年
(
一
七
三
六
)
他
の
新
田
と
同
様
検
地
を

受
け
た
が
、
や
は
り
長
久
保
と
称
す
る
低
湿
地
利
用
の
水
田
が
存

在
し
た
。
そ
の
面
積
二
町
四
反
三
畝
二
歩
で
、
享
保
一
九
年
(
一

七
三
四
)
に
玉
川
上
水
か
ら
の
引
水
に
よ
り
立
地
し
て
お
っ
た
の

で
あ
る
。

併
し
こ
こ
も
田
に
な
る
様
な
所
で
な
く
、
収
穫
も
少
な
く
、
程

も
肥
料
も
農
民
の
損
失
と
な
り
、
少
し
稲
作
が
可
能
で
あ
っ
て
も

雨
天
に
は
水
が
わ
き
、
日
照
り
に
は
用
水
不
足
と
な
り
、
そ
の
上

年
貢
が
高
く
、
次
第
に
減
退
し
、
自
然
消
滅
の
止
む
な
き
に
至
っ

た
の
で
あ
る
P
。

以
上
の
様
な
、
水
田
立
地
の
理
由
と
し
て
は
、
農
民
入
植
時
の

出
身
母
村
や
、
そ
の
間
近
の
部
落
で
水
田
耕
作
を
成
し
て
お
っ
た

習
慣
性
の
延
長
か
、
或
は
当
時
の
一
般
的
施
策
と
し
て
は
、
普
く

水
を
利
用
し
て
@
水
田
の
増
加
や
一
一
毛
作
の
増
加
を
希
望
し
て
い

た
こ
と
と
、
農
業
経
営
上
、
畑
作
よ
り
水
田
作
の
方
が
土
地
の
効

用
価
値
を
高
か
ら
し
め
る
事
等
も
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、

直
接
的
理
由
と
し
て
は
代
官
所
が
命
じ
て
水
田
を
作
ら
せ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
他
の
理
由
と
し
て
は
、
多
摩
川
の
水
は
菊
地
利
夫
氏

も
云
わ
れ
る
通
り
、
水
源
地
面
積
と
式
蔵
野
台
地
上
の
面
積
比
よ

り
し
て
水
量
が
少
な
く
、
従
っ
て
そ
れ
よ
り
の
分
水
は
困
難
祝
さ

れ
て
お
っ
た
が
、
併
し
水
田
用
水
と
し
て
は
許
可
さ
れ
た
の
で
、



用
水
誘
致
の
政
策
も
加
わ
っ
た
の
で
あ
り
、
鈴
木
新
田
の
場
合
等

は
後
者
に
属
す
る
の
で
あ
る
。

い
づ
れ
に
せ
よ
、
か
か
る
時
代
に
点
々
と
水
田
が
立
地
し
た
と

い
う
こ
と
は
、
人
為
的
事
象
の
み
な
ら
ず
、
同
様
な
自
然
的
立
地

因
子
も
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(3) 

水
田
分
布
の
自
然
的
特
性

畑作新旧で標識される武蔵野台地上の近世水田

当
地
域
は
、
隆
起
一
扇
状
地
の
高
燥
な
所
で
、
火
山
灰
土
は
軽
く

て
透
水
性
に
富
み
、
土
壌
型
は
殆
ん
ど
褐
色
土
で
、
乾
燥
し
た
時

季
に
強
風
が
と
も
な
う
と
木
造
家
屋
等
は
家
中
に
土
ぼ
こ
り
が
堆

積
し
て
し
ま
う
程
度
で
あ
る
。
併
し
こ
の
様
な
台
地
上
に
も
湿
害

や
洪
水
を
こ
う
む
る
こ
と
が
あ
る
。
単
調
そ
の
も
の
の
台
地
面
も

や
は
り
微
地
形
的
に
は
高
低
起
伏
を
生
じ
、
そ
れ
が
土
壌
の
場
所

的
差
異
を
生
ず
る
因
子
と
な
り
、
又
微
気
候
も
関
係
し
て
く
る
の

で
あ
る
。

く

み

当
地
の
地
形
は
、
菜
英
窪
、
久
保
な
ど
の
名
称
の
あ
る
様
に
、

台
地
表
面
の
単
調
さ
に
異
色
を
は
な
っ
て
い
る
。
こ
の
凹
地
は
浅

い
谷
や
、
閉
鎖
さ
れ
た
く
ぼ
み
と
あ
り
、
波
状
地
形
を
呈
し
て
お

り
、
下
総
台
地
な
ど
と
同
様
、
関
東
ロ

l
ム
に
お
お
わ
れ
た
台
地

に
共
通
し
た
特
徴
で
、
そ
の
位
置
は
宙
水
域
と
一
致
し
、
従
っ
て

容
易
に
地
下
水
が
得
ら
れ
、
し
か
も
冬
季
の
西
北
風
か
ら
あ
る
程

197 

度
さ
え
ぎ
ら
れ
る
の
で
、
集
落
の
立
地
に
も
適
し
て
い
る
の
で

あ
る
⑩
O

窪
の
う
ち
独
立
し
て
存
在
す
る
の
も
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
窪

と
浅
い
谷
と
が
全
体
と
し
て
む
し
ろ
複
雑
な
系
統
を
形
づ
く
っ
て

い
る
場
合
が
多
い
。

大
沼
田
新
田
の
属
し
て
い
る
谷
は
後
者
の
例
で
、
浅
い
谷
は
そ

の
底
は
台
地
原
面
よ
り
表
土
が
厚
く
、
や
や
土
壌
水
分
に
富
む
の

で
、
好
湿
性
作
物
に
適
し
て
い
る
が
、
気
象
条
件
に
よ
っ
て
は
野

水
に
よ
る
湿
害
を
被
る
こ
と
が
あ
る
。

開
発
時
代
(
享
保
年
代
)
に
小
川
新
田
か
ら
分
水
し
て
飲
用
永
、

回
用
水
と
し
た
。
分
水
樋
口
は
長
さ
六
開
、
高
さ
八
寸
、
幅
六
寸

で
、
そ
の
末
流
を
利
用
し
て
水
田
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
つ
季
節

的
に
地
下
水
型
類
似
の
圭
壌
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
の
水
田
土

壌
は
こ
の
様
な
条
件
下
に
出
来
た
も
の
で
、
柱
状
図
@
か
ら
理
解

大沼田新百の;主v谷の水田土壌

大沼間新田の浅

い谷の水田壌

(小平町史による)

第4図



198 

さ
れ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
稲
作
を
誘
引
す
べ
き
自
然
条
件
を
備

え
て
お
っ
た
の
で
あ
る
つ
併
し
常
時
水
を
保
持
す
る
様
に
す
る
為

に
は
、
水
田
の
床
に
人
工
的
に
地
盤
を
作
り
、
湿
田
と
し
て
の
立

地
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
た
と
云
う
程
度
の
地
域
で
あ
り
、
土
地

の
人
は
こ
の
地
盤
を
「
し
き
」
(
敷
に
通
ず
)
と
称
し
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
も
う
な
づ
け
る
の
で
あ
る
。
一
方
多
摩
川
の
出
水
等
に

よ
り
、
濁
水
が
土
砂
を
運
搬
し
流
水
客
土
的
役
割
を
も
幾
分
果
し

て
お
っ
た
こ
と
が
稲
作
栽
培
に
一
層
の
好
条
件
を
与
え
て
お
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
も
重
要
な
因
子
で
あ
る
。

本
地
域
附
近
の
地
下
水
面
の
深
度
⑫
は
一

o
i
一
五
米
内
外

で
、
地
下
水
の
水
深
は
二
・
五
米
以
下
の
地
域
が
大
部
分
を
占
め

て
い
る
。

平
兵
衛
新
田
の
台
地
上
水
田
は
「
国
立
」
の
北
側
平
兵
衛
新
田

部
落
の
北
西
、
国
分
寺
山
屋
線
を
の
ぼ
り
さ
っ
た
所
に
位
置
し
て
い

る
。
当
時
の
用
水
は
砂
川
十
番
よ
り
中
藤
新
田
を
通
過
し
て
引
水

し
た
も
の
で
、
現
在
も
そ
の
跡
が
表
土
を
取
り
さ
る
こ
と
に
よ
っ

て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
と
も
や
は
り
大
沼
田
新
田
の
様
に

水
田
の
床
に
盤
を
人
工
的
に
作
り
、
そ
の
上
に
稲
作
を
行
っ
た
の

で
占
め
る
@
。

用
水
は
飲
料
用
、
雑
用
、
田
用
水
に
用
い
、
農
家
の
家
敷
内
、

家
の
土
台
近
く
を
貫
流
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
同
じ

用
水
も
取
入
口
は
砂
川
九
番
か
ら
で
あ
り
、
各
戸
に
井
戸
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
利
用
目
的
の
変
更
や
、
使
用
価
値
の
減
少

等
に
よ
り
流
路
が
変
改
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
併
し

一
部
の
者
に
は
音
と
同
様
に
利
用
さ
れ
て
い
る
面
が
う
か
が
わ

れ
る
。こ

の
地
の
水
の
無
か
っ
た
こ
と
は
口
伝
に
よ
れ
ば
、
開
発
当
時

木
に
竹
皮
を
縛
着
し
、
そ
れ
よ
り
し
た
た
り
落
ち
る
雨
水
を
飲
料

水
と
し
て
使
用
し
た
と
の
事
で
あ
り
、
自
然
の
ま
ま
で
は
、
い
か
に

水
の
得
難
い
地
域
で
あ
っ
た
か
の
例
証
と
な
ろ
う
。
井
戸
の
深
さ

は
地
表
よ
り
水
面
迄
三

C
米
内
外
あ
り
、
段
丘
下
で
は
五

t
一
C

米
内
外
と
な
り
、
後
者
の
場
合
は
幾
分
波
状
型
を
呈
し
て
い
る
。

鈴
木
新
田
は
、
長
久
保
と
称
す
る
空
谷
に
立
地
し
て
お
っ
た
。

そ
の
谷
底
に
は
幾
分
段
丘
と
蛇
行
の
跡
が
あ
り
、
か
つ
て
川
が
流

れ
た
証
拠
で
あ
る
。
こ
の
谷
頭
部
は
台
地
よ
り
急
に
五
メ
ー
ト
ル

余
落
ち
込
ん
で
、
谷
底
に
は
ロ

l
ム
が
推
積
し
て
い
る
、
雨
量
の

多
い
時
に
は
野
水
の
集
水
地
と
も
な
り
、
且
つ
一
時
的
に
で
は
あ

る
に
せ
よ
水
田
土
壌
類
似
の
環
境
と
な
り
、
従
っ
て
用
水
さ
え
可

能
な
ら
ば
一
層
水
田
立
地
に
適
し
て
お
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

(4) 

旧
水
田
跡
の
現
況

玉
川
上
水
は
江
戸
市
民
の
飲
料
水
と
な
る
為
、
渇
水
期
に
ほ
分
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水
口
の
三
分
ふ
さ
ぎ
と
か
五
分
ふ
さ
ぎ
を
行
な
い
、
せ
っ
か
く
収

穫
率
の
高
く
な
っ
た
水
田
も
水
不
足
と
、
高
率
年
貢
の
為
、
そ
れ

が
向
上
の
途
上
で
水
支
配
の
影
響
か
ら
減
退
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
大
沼
田
新
田
の
場
合
、
旧
水
田
跡
は
泉
蔵
院
の
裏
側
に
位
置

し
、
畑
及
び
グ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
。
畑
は
麦
、
甘
藷
、
ヵ
ブ
、

白
菜
等
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
ご
ぼ
う
の
様
な
場
合
は
深
く
耕
や

さ
な
け
れ
ば
、
根
先
が
樹
枝
状
に
割
れ
、
商
品
価
も
落
ち
る
の

で
、
根
菜
類
は
な
る
べ
く
栽
培
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
れ

は
畑
の
下
部
二

0
1三
0
セ
ン
チ
位
で
地
盤
(
し
き
)
が
あ
り
、

微
砂
質
粘
土
の
堅
い
面
の
為
、
自
由
に
根
を
お
ろ
せ
な
い
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
土
を
取
り
上
げ
掌
で
に
ぎ
り

し
め
、
そ
の
土
が
一
一
塊
に
な
る
程
の
粘
蒼
力
と
水
分
を
含
む
所
に

は
、
根
菜
類
栽
培
に
不
適
地
と
さ
れ
て
い
る
。

平
兵
衛
新
田
の
場
合
、
大
沼
田
新
旧
の
場
合
と
全
く
同
様
で
、

麦
、
大
根
、
甘
藷
、
馬
鈴
薯
、
白
菜
、
ゥ
ド
等
の
栽
培
地
と
な
っ

て
い
る
。
用
水
路
は
地
表
面
で
は
識
別
困
難
で
あ
る
が
、
地
下
三

o
t四
0
セ
ン
チ
位
に
微
砂
質
粘
土
が
あ
り
、
そ
の
周
囲
の
土
壌

型
と
異
な
る
の
で
容
易
に
識
別
出
来
る
。
水
田
跡
所
有
主
の
言
に

よ
れ
ば
、
そ
の
畑
は
耕
や
す
の
に
下
の
面
が
堅
く
誠
に
困
難
で
あ

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
や
は
り
大
沼
田
新
田
の
水
田
と
同
様
一

面
に
地
盤
(
し
き
)
を
作
っ
て
稲
作
を
行
っ
て
い
た
事
情
を
裏
書
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す
る
も
の
で
あ
る
。
鈴
木
新
田
も
前
述
と
同
様
に
野
菜
畑
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
考
え
て
、
水
田
の
あ
っ
た
台
地
上
は
い
ず
れ
も
井
戸

が
深
く
、
宙
水
の
影
響
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
も
幾
分
低

地
で
、
雨
量
の
多
い
時
季
の
集
水
の
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
こ

と
、
又
い
ず
れ
も
用
水
を
容
易
に
利
用
出
来
得
る
地
域
で
あ
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
台
地
上
の
高
い
地
域
よ
り
も
幾
分
粘
土
質
に
富
み

一
時
的
で
あ
る
に
せ
よ
水
田
土
壌
類
似
の
環
境
に
な
り
、
又
集
落

に
近
接
し
た
所
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
等
は
双
方
共
通
の
水
田
立

地
上
の
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

平
兵
衛
新
田
の
場
合
は
、
そ
れ
程
明
瞭
な
窪
地
と
は
云
え
な
い

が
、
大
沼
田
新
回
や
、
鈴
木
新
田
の
場
合
は
明
ら
か
な
窪
地
或
い

は
浅
い
谷
と
称
す
る
事
が
可
能
な
地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
低

地
は
小
麦
、
裸
安
、
玉
ね
ぎ
、
里
芋
等
に
適
し
、
甘
藷
、
大
線
、

白
菜
等
の
排
水
良
好
の
地
を
好
む
作
物
に
は
適
し
な
い
と
云
わ
れ

る
が
、
し
か
し
、
輪
作
上
、
適
地
適
作
は
困
難
で
、
経
済
条
件
や

労
働
条
件
か
ら
も
、
土
地
条
件
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
と

水
田
跡
の
「
し
き
」
を
と
り
さ
れ
ば
、
水
田
外
の
土
壌
型
と
透
水

性
に
お
い
て
左
程
相
異
が
な
い
等
の
諸
条
件
に
よ
り
、
か
な
ら
ず

し
も
低
湿
地
用
作
物
景
観
を
示
し
て
い
な
が
、
大
体
の
傾
向
を
知

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
調
査
に
あ
た
り
御
指
導
頂
い
た
寵
瀬
良
明
博
士
に
深
く
謝

意

を

表

す

る

次

第

で

あ

る

。

.

①註①②  

武
蔵
野
台
地
に
お
け
る
前
期
畑
作
新
田
の
建
設
と

そ
の
経
済
的
基
礎

新
地
理
第
五
巻
・
第
三
号
一
九
五
七
年

矢
嶋
仁
吉
著
武
蔵
野
の
集
落
一
九
五
四
年
一

O
五
頁

山
崎
謹
哉
武
蔵
野
新
聞
に
関
す
る
若
干
の
問
題

新
地
理
第
七
巻
・
第
一
二
、
四
号
一
九
五
九
年

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
巻
之
一
一
一
五
多
摩
郡
巻
四

O

小

平

町

誌

一

九

五

九

年

矢
嶋
仁
士
口
新
田
集
落
の
地
域
構
造
、
(
歴
史
地
理
学
の
諸
問

題
人
文
地
理
学
会
編
一
九
五
二
年
)

菊
地
利
夫

⑦③④  ①③⑦  

矢前黒本日前前
嶋 掲 r庄本掲掲
仁① 二栄農 @ ①
吉 治民

巌郎史

武
蔵
野
新
旧
集
落
の
研
究
|
|
大
沼
田
新
田
の
開

拓
と
そ
の
集
落
景
観
|
|

地
理
教
育

日
本
歴
史
地
理
学
会
編
纂

一
九
三
九
年

二
三
九
頁

一
九
二
九
年

日
本
経
済
史

⑫ ⑮  
@ 

一
九
三
八
年

⑬、

平
兵
衛
新
田
、

る。

中
村
氏
外
三
名
の
実
証
と
、
筋
者
の
検
討
に
よ




